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課題名：遺伝子×環境を介したマクロファージコンティニューム*に基づく生

活習慣病（肥満、糖尿病）の多層的解析に関する疫学研究 
 
*マクロファージコンティニューム：マクロファージは体を守る免疫細胞の一種です。こ

れまで、病原体を攻撃する（炎症を起こす）働きと、炎症をおさえて組織を修復する働

きの 2 種類にはっきりと分かれると考えられていました。しかし、マクロファージコン

ティニュームはマクロファージの働きが明確な 2 種類に分かれるのではなく、状況に応

じて両者の間をグラデーションのように変化するという概念です。 

 

 

１．研究の対象 
 東北メディカル・メガバンク計画地域住民コホート調査(宮城)のベースライン調査時の

年齢が 20歳以上の者で研究開始時点で同意撤回のない者（約 30,000名） 

 

 

２．研究期間 

2026年6月（研究実施許可日）～2030年12月31日 

 

 

３．試料・情報の利用及び提供を開始する予定日 

試料・情報の利用を開始する予定日及び外部への提供を開始する予定日は以下の通

りです。 

利用開始予定日： 研究実施許可後に実施 

提供開始予定日： 研究実施許可後に実施 

 

４．研究目的 

私たちの体の中には、単球やマクロファージと呼ばれる免疫の細胞があります。こ

れらの細胞は本来、体を守る大切な働きをしていますが、その働き方が変わると、肥

満や 2型糖尿病などの生活習慣病の発症に関わる慢性的な炎症を引き起こすことがあ

ります。人が病気になりやすいかどうかは、生まれつきの体質（遺伝的な要因）だけ

で決まるわけではありません。食事や運動、日々の生活習慣といった環境の影響も大

きく関わっています。本研究では、こうした「体質」と「生活習慣」の組み合わせ

が、免疫細胞の働きにどのような影響を与えるのかを詳しく調べます。そして、その

結果として、どのような人が生活習慣病になりやすいのか、その背景にある分子の仕

組みを明らかにすることを目指します。最終的には、一人ひとりの体質や生活状況に

応じて、より効果的な予防法や治療法を提案できる仕組みをつくることが目標です。

つまり、「誰にでも同じ対策」ではなく、「その人に合った予防・医療」を実現する

ための研究です。 

 

５．研究方法 

本研究では、新たな採血等の侵襲的手技は行わず、既に取得済みの情報を用いた観

察研究（横断研究およびコホート研究）を行います。 
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（1）遺伝要因と環境要因の組み合わせが肥満、糖尿病に与える影響の評価 

遺伝子の個人差（一塩基多型：SNP）と、生活習慣データ（食事、運動、睡眠、喫

煙、飲酒などの環境要因）の組み合わせが肥満、糖尿病の有病や発症に与える影響を

統計学的に評価します。解析では、年齢、性別、遺伝的集団構造等の因子も含めて検

討を行います。 

 

（2）マクロファージ機能の推定とメカニズム評価 

これまでの研究で、免疫細胞の機能が、どの遺伝子の場所と関係しているかが明ら

かになっており、その情報が日本人のデータベースとしてまとめられています（日本

人免疫細胞シングルセル QTLデータベース;OASIS；Edahiro R et al. Nat Genet. 

2025）。この研究では、対象者の遺伝子の個人差（一塩基多型：SNP）のデータを、デ

ータベースと照合し、単球・マクロファージにおける遺伝子発現量をコンピュータ上

で推定・定量化します。推定した発現指標（単一遺伝子または遺伝子群のスコア）を

用いて、生活習慣病アウトカムとの関連、および（1）で評価した遺伝要因と環境要因

の組み合わせとの関連を解析し、免疫細胞機能変化が病態に関与し得る経路の理解を

目指します。 

 

（3）糖尿病・肥満との関連評価（横断研究＋コホート研究） 

横断研究として、ベースライン時点での糖尿病・肥満の有病と、（1）の遺伝要因と

環境要因の組み合わせの指標および（2）で推定したマクロファージ機能指標との関連

を解析します。コホート研究として、追跡期間中の糖尿病・肥満の新規発症をアウト

カムとし、（1）（2）の指標を用いたリスク予測モデルを構築して、将来の発症リス

クとの関連を検討します。 

 

６．研究に用いる試料・情報の種類 

本研究では、新たな試料（検体）の採取は行いません。研究には以下の情報を用い

ます。 

 

【情報】 

・利用する情報はベースライン調査時、詳細二次調査時の情報である。 

・臨床情報：基本属性（年齢、性別）、既往歴、血液検査データ（HbA1c、血糖値、

脂質プロファイル、好中球リンパ球比、炎症性サイトカイン等）、尿検査情報、

生理機能検査データ 

・生活習慣情報：食事、運動、睡眠、喫煙、心理社会的要因（抑うつ状態やストレ

ス（K6等）、社会的孤独など）に関する質問紙回答データ 

・オミクス解析データ：SNPアレイデータ、メタボローム解析データ 

 

７．外部への試料・情報の提供 

本研究では、試料（検体）の提供は行いません。 

共同研究機関（東京科学大学）との間では、東北メディカル・メガバンク機構が

指定する専用解析環境内（東北大学東北メディカル・メガバンク機構スーパーコンピ

ュータ内）で特定の個人を識別できない状態に加工された情報を利用し、個票データ

を機構外へ移転することは行いません。研究期間終了後に解析に使用したデータに

ついては削除します。 

 

【試料・情報の提供を行う機関】 

機関名称 ：東北大学東北メディカル・メガバンク機構 

機関長名：張替 秀郎 機構長 
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【提供を行う試料・情報】 

 試料 ：なし 

 情報 ：あり（６．を参照のこと） 

 

８．研究組織 

研究責任者 

東北大学東北メディカル・メガバンク機構 予防医学・疫学部門 

寳澤 篤 

 

研究分担者 

東北大学東北メディカル・メガバンク機構 予防医学・疫学部門 

  中谷直樹 

髙瀬雅仁 

時岡紗由理 

 
 共同研究機関 

 東京科学大学 

    藤原武男 

  佐藤壮 

  光井 雄一 

  那波 伸敏 

  河原 智樹 

  Yu Par Khin 

  前田 悠斗 

 

９．利益相反（企業等との利害関係）について 

外部との経済的な利益関係等によって、研究で必要とされる公正かつ適正な判断が

損なわれる、または損なわれるのではないかと第三者から懸念が表明されかねない事

態を「利益相反」と言います。 

本研究は、研究責任者のグループにより公正に行われます。本研究の利害関係につ

いては、現在のところありません。今後生じた場合には、所属機関において利益相反

の管理を受けたうえで研究を継続し、本研究の企業等との利害関係について公正性を

保ちます。 

この研究の結果により特許権等が生じた場合は、その帰属先は研究機関及び研究者

等になります。あなたには帰属しません。 

 

１０．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて研究対象者の代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ

さい。その場合でも研究対象者の方に不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

担当者の所属・氏名：東北大学東北メディカル・メガバンク機構  

コホート推進センター 教授・寳澤 篤 

住所 ：宮城県仙台市青葉区星陵町 2-1 
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連絡先：022-718-5161 

 

研究責任者：東北大学東北メディカル・メガバンク機構 寳澤 篤 

   

共同研究機関責任者：東京科学大学: 藤原 武男 

 

◆個人情報の開示等に関する手続 

東北大学が保有する個人情報のうち、本人の情報について、開示、訂正及び利用停止

を請求することができます。 

  保有個人情報とは、東北大学の役員又は職員が職務上作成し、又は取得した個人情

報です。 

保有する個人情報については、所定の請求用紙に必要事項を記入し情報公開室受付窓

口に提出するか又は郵送願います。詳しくは当機構ＨＰよりプライバシーポリシーを

確認の上、請求手続きのホームページをご覧ください。（※手数料が必要です。） 

【東北大学東北メディカル・メガバンク機構プライバシーポリシー】 

 https://www.megabank.tohoku.ac.jp/contact/privacypolicy 

【東北大学情報公開室】 

https://www.bureau.tohoku.ac.jp/kokai/disclosure/index.html 

 

※注意事項 

以下に該当する場合には全部若しくは一部についてお応えできないことがあります。 

＜人を対象とする生命・医学系研究に関する倫理指針 第 9章第 18の 1＞ 

＜個人情報の保護に関する法律第３３条の 2＞ 

①本人又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそれがある場合 

②個人情報取扱事業者の業務の適正な実施に著しい支障を及ぼすおそれがある場合 

③他の法令に違反することとなる場合 

 


